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作品―１ 旧渋民尋常小学校の校舎正面
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作品―２ 啄木が生まれた仏寺・常光寺
作品―３ 常光寺の庫裡・「誕生の間」
１０ 水野：石川啄木少年期の生活空間
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作品―４ 啄木が少年期を過した宝徳寺
作品―５ 宝徳寺庫裡「生い立ちの間」
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作品―６ 復元された節子「産湯の井戸」
１２ 水野：石川啄木少年期の生活空間
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生涯学習の一領域に含まれる楽しみのひとつに、教養・余暇活動としての有意義な「旅行」
あるいは「旅」がある。そのような旅程にあっては、旅先として訪れる各地の歴史や文化に関
わる新鮮な発見こそが、生涯学習の目的そのものとなる。この種の目的を果たし得てこそ、単
なる楽しみ・レクリエーションを超えて、生涯学習という次元にまで高まることとなろう。
さまざまな到着地での出身者には、各界の文化人が存在する場合も少なくない。彼らが生誕
した土地、生い立ちの故郷、青春期を過ごした都市などで先人の足取りを臨場感豊かに追体験
することも、新たな生涯学習の大きな分野である。個人的な研究主題ではあるけれども筆者
は、このところ１０数年来、「文学者」と「歴史的建築物」や「都市空間」のつながりを追い求め
てきた。この研究テーマにおいては、文学者が居住した住宅や彼らが生活した町や村を、実際
に現地踏査する行為は不可欠である。そして幸いにして当該文学者たちが当時住んだ建築物が
現存していれば、詳細な建築学的調査を実施する。大型写真機で記録写真を撮影するだけでな
く、現状平面図を実測し、さらに古材の痕跡を確認して復原平面図を採取することも試みる。
文学者が実際に起居した建築物が既にないケースならば、かつて彼らが目にしたと判断され
る都市の建築群を絞り込む。その調査研究の作業には、各種の文献や古写真などが有効な資料
となる。文学作品ならびに文学者たちにとって住宅や地域社会は、決定的と称しても良いほど
大きくて支配的な影響力を占めていると考えるからである。この研究を手がける発想は、筆者
が建築歴史学を専攻する研究者であることに端を発していると言えよう。
本稿では、明治時代の代表的歌人のひとりである石川啄木ゆかりの建築物を写真作品として
発表する。ここに披瀝する歴史的建造物群は、啄木がまだ幼少期であった人生のスタート時期
に目にした建築物である。その意味において啄木文学を跡付ける際、少なからぬ参考となろ
う。その資料的価値を勘案して本稿において作品発表の場を、お許し頂いた。
作品‐１に掲げる写真は旧渋民尋常小学校の校舎である。かつて一時期、町の役場として転
用されていたが、現在は石川啄木記念館の敷地内へ移築・保存されている。
その昔
小学校の柾屋根に我が投げし鞠
いかにかなりけむ
作品‐２は啄木が生まれた曹洞宗の仏寺・日照山常光寺の外観である。本堂は新築された
が、ここの庫裡に「誕生の間（作品‐３）」が旧材のまま保存されている。床の間に掛けられ
た軸は、金田一京助文学博士の真筆という。この写真撮影の翌週にレプリカが届くとの、現ご
住職の御言葉であった。この広さ８畳の和室から生後１歳にして転居したのであるから、啄木
自身の記憶にはないであろうが、この土地が元来の生誕地なのである。
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ふるさとの山に向ひて
言ふことなし
ふるさとの山はありがたきかな
啄木の記憶にある家は萬年山宝徳寺（作品‐４）である。同寺院は建て替えた際、作品‐５
の「生い立ちの間」を再現した。啄木にとっては自分たち家族の不甲斐なさを痛感する象徴で
あり、失ってしまった愛惜の自宅そのものであった。
父のごと秋は嚴し
母のごと秋はなつかし
家持たぬ子に
作品‐６は２００８年１０月１４日に復元された啄木の妻・旧姓堀合節子が産湯を使った井戸であ
る。この日は節子１２２回目の誕生日であった。現在は国立大学法人岩手大学農学部のキャンパ
ス内に位置するが、明治期には県職員の官舎群が存在した。節子の父、堀合忠操は岩手県に勤
務する謹厳な人物であった。啄木にしてみれば、相当に「煙たい」岳父であったに違いない。
白御影で構成された井戸の石組み中央の水平な鏡（かがみ）の面には、右側に
ある日、ふと、やまひを忘れ、
牛の啼く真似をしてみぬ―
妻子の留守に。
啄 木
左方には
ひぐるまは焔吐くなる
我がうたにふと咲き出でし黄金花かな
節 子
と夫婦の作品が並んで刻まれている。
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